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１. はじめに

2019年夏に参議院議員通常選挙があり、重度障害によって大型の車椅子を使用する人

が当選した。国会議事堂に改修工事が必要となり、バリアフリーでない場所がまだある

ことがわかった。人工呼吸器を乗せる大型の車椅子があることを知り、普通の車椅子よ

りとても重そうなものと感じた。そのような車椅子を押すためには、段差がないことが

欠かせないが、僕の通う小学校のように坂の上にあれば、車椅子で通う人はとても大変

であると考えた。今回、僕の通う小学校の町内やとなりの市の公共施設で、スロープな

どの坂になっているところの「こう配」を測定し、ちょっとした坂がどれだけ大変なこ

となのかを人工的に坂を作って調べることとした。 

２. 方法

図１に示す 11箇所の坂やスロープについて、2点間の高さと水平部分の長さを測定し、

「こう配」を計算した。こう配の程度の低いものから、Ａ（1/15未満）、B（1/15以上、

1/12未満）、Ｃ（1/12以上、1/8未満）、Ｄ（1/8以上）として、表１と図２に表した。 



 

 

 

次に、図３に示す坂を階段で設定し、長さ 184 cmの板を置いてスロープとし、2点間

の高さと水平部分の長さを測定して「こう配」を計算した。さらに、重量 25.5 kgの車椅

子に棒を付け、坂に置いた車椅子が下に落ちないように坂の上部からスロープに水平に

引いて車椅子が動かない位置で止める。その時、上部に立った場所にデジタル体重計を

置き、引っ張る時に地面にかかる体重を測定し、車椅子を引かない時の体重との差を求

め、地面にかかる荷重との違いから、車椅子を引く時にかかる力とみなして求めること

とした。 

 

 

 



         

  

３. 結果 

（１）公共施設に入るための坂やスロープ 

「こう配」の測定結果を表した表１から、こう配の程度がＡの施設（図１の①～⑤） 

は車椅子を自分でこぐことが簡単であり、病院、駅、郵便局などであった。Ｂの施設

（図１の⑥～⑧）、Ｃの施設（図１の⑨）は、車椅子の利用者を想定している学校、公

園、商業施設であった。Ｄの施設(図１の⑩、⑪）は、丘の上などの立地条件が良くな

い場所であった。 

（２）人工的に設定した坂のこう配と床面にかかる力 

階段で坂を設定したため、1段目から 4段目まではほぼ同じ高さ（15.5 cm）で高さ

が増えた。それぞれの「こう配」を表２に示す。「こう配」の程度は 1段目からＣとな

り、2段目以降はＤとなって「こう配」の程度が強くなった。 

今回使用した車椅子の重量は 25.5 kgであったが、人工呼吸器や電動機能を付けると

乗る人も含めて 100 kg以上になり、同じ条件で引く力を考えたら 4倍以上になり、ち

ょっとした坂やスロープでもかなり大変になると考えられた。 

 

表２ スロープにかかる力 

 

 



４. 考察 

「こう配」の基準を調べると、車椅子を自分で操作する人には 1/15～1/12より小さく

しなければならず、1/12以上になると介助が必要になり、1/8以上になると介助でも困難

になると言われている。今回の調査から、公共施設や商業施設は車椅子の方を想定し、

介助があれば出入りできることが分かった。しかし、立地が丘の上にある場合は移動に

困ることが考えられた。 

今回、階段で設定した「こう配」において、1段増えると引く力が少しずつ増えていっ

た。スロープ上に置いた車椅子を停止するために引く力は、図４のようにスロープに平

行な力と垂直な力に分けられた内の水平な力である。このことから表２に表したように、

段が 1段増えるごとに、0.5 kg、0.9 kg、2.1 kg、3.6 kgと引く力がたくさん必要であっ

た。 

 

５. まとめ 

公共施設のスロープは、施設の立地する条件に左右される。「こう配」が強くなると車

椅子の重量に比例して移動時に大きな力が必要になるので、「こう配」が少し増えるだけで

移動に大変な力が必要である。 
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